
鳥取県単県斜面崩壊復旧事業補助金交付要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、鳥取県補助金等交付規則（昭和３２年鳥取県規則第２２号。以下「規則」と

いう。）第４条の規定に基づき、鳥取県単県斜面崩壊復旧事業補助金（以下「本補助金」という。）

の交付について、規則に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（交付目的）

第２条 本補助金は、国庫補助事業等（国庫補助事業及び交付金事業（治山事業及び急傾斜地崩壊

対策事業に限る。）をいう。以下同じ。）、単県急傾斜地崩壊対策事業及び単県小規模急傾斜地崩

壊対策事業の対象とならない荒廃林地及び急傾斜地において行う災害復旧事業を促進することに

より公共施設、人家等を保全し、県民生活の安定に寄与することを目的として交付する。

（補助金の交付）

第３条 県は、前条の目的の達成に資するため、市町村が鳥取県単県斜面崩壊復旧事業実施要領（平

成１７年５月３１日第２００５０００１２３９４号鳥取県県土整備部長通知。）に基づいて行う

事業（以下「補助事業」という。）について、当該市町村に対し予算の範囲内で本補助金を交付

する。

２ 本補助金の額は、補助事業に必要な本工事費（県内事業者が施工を行ったものに限る。ただし、

やむを得ない事情で県内事業者への発注が困難と県が認めた場合については、この限りではな

い。）、測量及び試験費（県内事業者が実施したものに限る。ただし、やむを得ない事情で県内

事業者への発注が困難と県が認めた場合については、この限りではない。）、補償費（以下「補

助対象経費」という。）の合計額から地元負担金等の補助事業に伴う収入を控除した額の２分の

１に相当する額（市町村が自ら負担する額を限度とする。）以下とする。

３ なお、鳥取県産業振興条例（平成２３年鳥取県条例第６８号）の趣旨を踏まえ、補助事業の実

施に当たっては、県内事業者への発注に努めなければならない。

（交付申請の時期等）

第４条 本補助金の交付申請は、知事の権限を委任された総合事務所長、西部総合事務所日野振興

センター所長又は県土整備事務所長（以下「総合事務所長等」という。）が別に定める日までに

行わなければならない。

２ 規則第５条の申請書に添付すべき同条第１号及び第２号に掲げる書類は、それぞれ様式第１号

及び様式第２号によるものとする。

（交付決定の時期等）

第５条 本補助金の交付決定は、原則として、交付申請を受けた日から２０日を経過する日までに

行うものとする。

２ 本補助金の交付決定通知は、様式第３号によるものとする。

（承認を要しない変更）

第６条 規則第12条第１項の知事が別に定める変更は、本補助金の当初交付決定額の３０％を超え

る減に伴うもの以外の変更（次のいずれかに該当するものを除く。）とする。

（１）山腹工（土留工、法枠工等）の施工位置の変更又は新設若しくは廃止

（２）渓流工（ダム工、護岸工及び流路工等）の施工位置の変更又は新設若しくは廃止

２ 第５条第１項の規定は、変更等の承認について準用する。

（状況報告）

第７条 規則第１３条第２項の報告は、様式第５号によるものとする。

（実績報告の時期等）

第８条 規則第１７条第１項の規定による報告は、次に掲げる日までに行わなければならない。

（１）規則第１７条第１項第１号又は第２号の場合においては、補助事業の完了又は中止若しくは

廃止の日から２０日を経過する日



（２）規則第１７条第１項第３号の場合にあっては、補助事業の完了予定年月日の属する年度の翌

年度の４月１０日

２ 規則第１７条第１項の報告書に添付すべき同条第２項第１号及び第２号に掲げる書類は、それ

ぞれ様式第１号及び様式第２号によるものとする。

３ 規則第１７条第１項の報告書には、前項に定めるもののほか、工事完了写真を添付しなければ

ならない。

（財産の処分制限）

第９条 規則第２５条第２項ただし書の期間は、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和

４０年大蔵省令第１５号）に定める耐用年数に相当する期間（同令に定めのない財産については、

知事が別に定める期間）とする。

２ 第５条第１項の規定は、、規則第２５条第２項の承認について準用する。

（提出書類の部数等）

第１０条 規則及びこの要綱の規定により提出する書類は、正本１部及び副本１部とし、所轄の総

合事務所長等に提出しなければならない。

（雑則）

第１１条 規則及びこの要綱に定めるもののほか、本補助金の交付について必要な事項は、治山砂

防課長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成１７年５月３１日から施行し、平成１７年度から適用する。

附 則

この改正は、平成１９年３月８日から施行する。

附 則

この改正は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２４年５月２２日から施行する。

附 則

この改正は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この改正は、平成３１年４月１日から施行する。



様式第１号（第４条、第８条関係）

○○年度単県斜面崩壊復旧事業計画（報告）書

１ 事業目的（内容）

２ 事業計画（報告）

施 行 箇 所
番 号 事 業 費 補 助 金 施行方法 事業完成の

郡 市 町 村 大 字 予定年月日

円 円

３ 「本工事費」及び「測量及び試験費」の県内事業者への発注が困難である理由
（県内事業者への発注が困難であることがあらかじめ分かっている場合は、その理由を
記載すること。）

４ 他の補助金の活用の有無（有・無）
※他の補助金の活用の有無について、「有」「無」のいずれかに○をすること。
※「有」の場合は、活用する補助金名やその事業内容、当該補助金に係る問い合わせ先（補助金
を所管している部署名や団体名及び連絡先）を記載すること。

５ その他
※今後、当該箇所（構造物を含む）に他の補助金を活用する別の整備計画の予定がある場合はそ
の内容を記載すること。

６ 添付書類
（１）土地使用承諾書（別紙により、交付申請時に添付する。）
（２）精算設計書（実績報告時に添付する。）



（別紙）

土 地 使 用 承 諾 書

市 町 村 長 様

次の土地を、下記条件により使用して単県斜面崩壊復旧事業が施工されることを承諾します。

（土地の表示）

台 帳 実測又 工事実
市町村 大字 字 地 番 地 目 面 積 は見込 施見込 所有者氏名 備 考

み面積 み面積

記
１ 土地の使用料は無償とする。

２ 工事の施工に必要な土地の形質の変更、立木竹の伐採、土砂等の採取について、異議がない。

３ 事業の実施行為及び事業完了後の施設の維持管理行為を拒まず、また妨げとなるような行為はし
ない。

４ 工事施工地の所有権、地上権、その他土地に付随する権利を売却又は譲渡する場合は、１から３
までを買受人に承継させる。

年 月 日

土地所有者 住所

及び権利者 氏名 印

住所

氏名 印



様式第２号（第４条、第８条関係）

○○年度単県斜面崩壊復旧事業収支予算（決算）書

（１）収入の部

本年度予算額 （比 較 増 減）
区 分 備 考

(本年度精算額) (本年度予算額) （増） （減）

円 円 円 円
県補助金
市町村費
その他

計

（注）備考欄に算定基礎を記入する。

（２）支出の部

本年度予算額 （比 較 増 減）
区 分 備 考

(本年度精算額) (本年度予算額) （増） （減）

円 円 円 円
本工事費

計



様式第３号（第５条関係）

年 月 日

様

職氏名 印

○○年度鳥取県単県斜面崩壊復旧事業補助金交付決定通知書

年 月 日 第 号の申請書（以下「申請書」という。）で申請のあった単県斜面崩壊
復旧事業補助金（以下「本補助金」という。）については、鳥取県補助金等交付規則（昭和３２年４
月規則第２２号。以下「規則」という。）第６条第１項の規定に基づき、下記のとおり交付すること
に決定したので、規則第８条第１項規定により通知します。
（担当、連絡先）

記
１ 補助事業

本補助金の補助事業は、単県斜面崩壊復旧事業とし、その内容は、○○○○○○○とする。

２ 交付決定額等
本補助金の補助対象経費の額及び交付決定額は、次のとおりとする。ただし、補助事業の内容が

変更された場合におけるそれらの額については、別に通知するところによる。

（１）補助対象経費の額 金 円
（２）交付決定額 金 円

３ 経費の配分
本補助金の補助対象経費の配分及びその配分された経費に対応する交付決定額は、○○○○とす

る。ただし、補助事業の内容が変更された場合においては、別に通知するところによる。

４ 本補助金の額の確定
本補助金の額の確定は、補助対象経費の実績額について、鳥取県単県斜面崩壊復旧事業補助金交

付要綱（平成１７年５月３１日付第２００５０００１２３９４号鳥取県県土整備部長通知。以下要
綱」という。）第３条第２項の規定を適用して算定した額と、前記２の（２）の交付決定額（変更
された場合は、変更後の額とする。）のいずれか低い額により行う。

５ 補助規程の遵守
本補助金の収受及び使用、補助事業の遂行等については、規則、要綱及び鳥取県単県斜面崩壊復

旧事業実施要領（平成１７年５月３１日付第 ２００５０００１２３９４ 号鳥取県県土整備部長通
知。)の規定に従わなければならない。



様式第４号（第７条関係）

（ 番 号 ）

年 月 日

職 氏名 様

報告者 住 所

氏 名 印

○○年度遂行困難報告書

年 月 日付第 号で交付決定通知のあった単県斜面崩壊復旧事業を予定どおり遂行すること

が困難になったので、鳥取県補助金等交付規則（昭和３２年鳥取県規則第２２号）第１３条第２項の

規定により、下記のとおり報告します。

記

１ 困難となった理由

２ 今 後 の 対 応


